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文

甲府市横根町字反田所在の大坪遺跡は、国鉄中央線にまたがって南北に広がっている。面積は広大

なもので正確な範囲を把握するのは困難である。

当初集落姓が発掘されるものと,思 っていたものが、調査が進行するに従 って遺物の出土状態が、か

つて私達の経験したことのない異常とも思われるものであった。それは 遺物の粗密が 発掘区によっ

て極端に差があり、黒書土器、須恵器、灰釉陶器等がほとんど無いことや、土師器も杯、皿類が三で

甕類は無いこと、又土師器の焼成がどれも生焼状態で、黄褐色を呈し、胎土がゃわらかいなどの点で

あった。

遺構は南地区で濤 と土師器集積の竪穴があり、北地区では焼± 2ケ所のみである。遺物の量は南が

多く、北は焼土周辺に若千出上したのみであった。しかし、注意すべきは、十郎橋改良工事中に発見

された炉穴状ピットからゐ大量の生焼成上器群である。工事中であったために記録が 得られなかっ

たが、この炉穴こそが遺跡の性格を決定するものとなった。即ちこの横根、川田町あた りの低湿地は

奈良時代以前より平安期に至る土器、瓦等の生産地、あるいはそれに類した地域ではないかと考えら

れる。

速断するのは早計か もしれないが、この地域が古代甲斐ヨにおいて、土師器生産とい う貴重な産業

を荷負 っていた可能性があることを知 っておきたい。又 甲府盆地北側山中にある多数の積石妖群 と

の関係は今後の研究課題 としても、この地域の開発作業については充分に留意して行なわなければな

らないだろ う。幸にして今回は極めて緊急ではありながら県土木部の協力を得て記録保存の為の調

査を実施することができた。

文末ではあるが調査担当者の菊島美夫氏をはじめ調査に参加された方々、及び、甲府市教育委員会

の山村氏や地元の方々には心よく調査に協力していただいたことに深甚なる謝意を表します。

昭 和 51年 3月 31日

山 梨 県 遺 跡 調 査 団

出 佐団 長 井



凡   例

1.この報告書は甲府市横根町反田地内の国道140号線改良工事に伴 う

埋蔵文化財緊急発掘調査報告書である。

2.こ の調査は山梨県知事 田辺国男を委託者、山梨県遺跡調査団長井

出佐重を受託者として 昭和50年 5月 8日 より5月 31日 の間実施さ

れた。

3. 本書の作成は菊島、末木、山崎の執筆、 トレース、写真、編集に

より、執筆者名をそれぞれ文末に記した。

4.出 土遺物、実測図は遺跡調査団事務局県文化課に保管してあるc
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大坪遺跡発掘調査報告 書

1. は  じ め  に

(1)調 査 の 経 過

昭和50年 3月 初め、中央線沿いに新設されている国道140牙線改良工事現場に於て山本寿々雄、菊

島美夫 (日 本考古学協会員)の両氏は 多量の平安時代土師土器が 出土しているのを発見した。翌 日

両氏は甲府市及び県教育委員会にこれを連絡し、県文化課で現堆調査を行なった結果、平安時代の土

師式土器の生産地 もしくはそれに等しい様な重要な遺跡であり、特殊な遺構が発見される可能性があ

るとして、県土木部道路建設課 とこの遺跡の発掘調査の打合せを行なった。

遺跡発見時点では、すでに側滞の工事が着手され、49年度事業で工事が続行中であるため 早急な

処置が望まれていた。このため 菊島ら数名が後に大坪南A2グ リッドにあたる遺物集積地区を 3月

22日 から24日 の 3日 間調査し、土師器集積遺構中から復元可能土器約20個 と破片百数十点を得た。こ

の他にも遺物集積地が想定されるとして、本調査を実施することとした。

昭和50年 5月 7日 付で山梨県知事 田辺国男を委託者、山梨県遺跡調査団長井出佐重を受託者とし

て、昭和56年 5月 8日 より5月 30日 の間に道路敷内の中央線南北地EXEの本調査を 実施するはこび と

なった。

中央線南は 10m× 40mの グ リッドを設定してこれを全掘し、北側は 40m× 20mの グ リッドを設置

し、この中をA.Bの トレンチを設定して調査を実施した。この他に調査中発見された十郎橋 (区道

140号線)改良工事の上器集積地点がある。この十郎橋地点は重要な遺構にもかかわらず、工事中で

調査が不可能の為、遺物採集のみに終 っている。

この大坪遺跡の範囲は広 く面積にすれば約10万″ 以上になるであろうし、集落llL及 び農耕地跡ま

で合めれば恐らくこの付近一帯とい うことになるであろう。

今回の調査では平安時代のものが主であったが、近辺からは古墳時代の遺物も発見され、古装群 も

存在するところから古墳時代 (6世紀中頃)か ら人々が居住していたことが判明している。今後の工

事に於ても調査は欠かせないものであろ う。 (末木 )

(2)調

。調 査 団 長

。調査担当者

O調 査 員

。調査補助員

査  組 織

井出佐重 山梨県遺跡調査団長

菊島美夫 日本考古学協会員 山梨県遺跡調査函幹事

増田泰重・ 山崎金夫・伊藤恒彦・末木 健

山路恭之助・加藤武美 (日 本大学)・ 井川達雄(明治大学)・ 佐野勝広 (国士館大学 )

保坂康夫 (広島大学)。 北村恵利 (御茶水女子大学)

磯部厚 。大平宣志 。中沢千恵子・高島晋 。三原富士夫・青木直久 。袴田均・長田肇・

平井こづ枝 。浅川和子・宮沢秀明・ 天野正貴・数野雅彦・志村恵子・三浦一美・山内

勉・榎本博・乃黒雅春 。本間千波・出月洋文 。岡崎裕介・栗山保・須玉 稔・小沢俊

之・植車秀雄 。近藤禎之・木間暁美・磯部ゆき江 (山梨大学)
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(3)地 形 と歴史 的環 境

甲府盆地北側に並ぶ山塊が 最 も盆地に突き出している様な所が、石和駅北側の大蔵経寺山 (標高

715.5m)と それに運なる山々である。甲府北側の愛宕山 (427.9)と 大蔵経寺山の間には善光寺の

扇状地を形成した高倉川、大円川があり、その東には大山沢川が横根町に流れる。善光寺 と横根町の

間に中央線酒折駅があって、ャマ トグケノレノミコ トが東征の帰途立ちよって、火たきの老人 と歌の間

答をかわしたとい う伝説のある酒折宮 (さ かお りのみや)カミある。この酒折から匡道140号線 (青梅

街道)と 旧国道20号線 (現県道甲府青梅線)と に山崎三叉路で別れ、青梅街道は山沿いに北東に走る。

大坪遺跡は大蔵経寺山の西麓を流れる大山沢川が横根町に流れ込んで十郎川とな つた地域で、中央

線 と旧国道20号、現 140号線の間に位置する。標高 260m位で、石和、玉諸、甲府にかけてほとんど

平で、湿気が多く粘土質の土地である。こうした平坦な地収ではあっても、かつてはこの地域を流れ

る平等川や 濁川、笛吹川、荒川が蛇行して、自然堤防止に数多くの遺跡を残している。その年代は

水田農耕が始まった時代、恐らく弥生時代後半位から 古墳時代前製以降であろうと思われる。甲府

市里吉町近くの東小学校々庭からは弥生時代後期の壷及び古壌時代五領式土器、鬼高式上器や奈良、

平安時代に至る遺物が発見されてお り、甲府市伊勢殉や増坪町からの 古墳時代から平安時代に至る

遺跡がある。山梨市までいけば 有名な日下部遺跡などもあり、甲府盆地中央部の低湿姓に向けて弥

生時代後期から平安時代にかけて急激な開墾がなされてきたことが分る。

最近になって分 って来たことであるが 平安時代の上器胎土が、全県下、特に国中地方のものは類

似してお り、生産地 と消費地とい う関係が想定されるまでになって来た。その生産地が 盆地内であ

り、特に今回の横根、大坪、川田町付近の良質な粘土を使用して製作されたのではないかと推論され

るに至 った。何故この地域に着目したかと言えば、昭和23年頃中島正行氏が瓦窯llLで はないかとして

川田町の遺跡について発表している (中島正行 。郷土研究 6の 8S23年 )。 この報文でイ】詳細につい

て不明であるが布 目瓦等が多量に出土していることは、やはり生産地であることを推定させるし、国

分寺以前の寺 と伝えられる寺木廃寺まで約 3K、 春 日居町国府まで約 3K、 御坂町匡衛まで 3K、 一

宮町国分 (国分寺、尼寺)ま で約 5Kの範囲であ り、奈良時代前後の甲斐国の政治、経済的中心地に

近 くあることゃ、横根、桜井、善先寺、等の山裾に積石妖古墳か群積して存在する等 も考えあわせれ

ば当時の重要な地域 として認識せざるを得ない。なお付言するなら、戦前よりこの付近には瓦屋が多

くあり、地域の粘土で良質の屋根瓦を多量に生産してお り、又、調査中に発掘した粘土で土器を製作

したところ、他の粘土を混入しなくても、そのまま焼成される良質な土を得ることができた。(末木 )

2。 大坪遺跡の概要 (第 2図 )

国道140号線改良工事は140;線 と旧20号線を巾20m、 長され500nで結ぶ新道路建設で、将来甲府

バイパス (現20号線)と 甲府北バイパスを結ぶ路線の一部である。この中間に匡鉄中央線があり、道

路は高架で通過するので、便宜上中央線より南を大坪南、北側を大坪北地点 とした。なおビ道140号

線十郎橋南側の上器集積地点を十郎橋地点 とし、今回はこの 3カ 所の調査を行なった。

-5-



(1)南 地点 (第 3.4.5図 )

甲府市横根町反田が正確な地名であるが、範囲が広 く地域

的にも分 りやすい点から大坪遺跡としたが、このあた りは標

高 2601n前後でほとんど平坦であ り、地目はブド園である。

畑の中には土師器片が細片となって散布してお り、東西 200

～ 300mに も広がる。南地点の道路中央には旧農道及び水路

があって、この全面調査を行 うには土量の関係上困難であっ

た為に、中央西側、 3月 の時点で一括遺物が出土した地域を

中心に40m× lomで 4mグ リッドを設定した。

土層は表±20m、 第Ⅱ層は粘性の強い黒褐色上で粒子がこ

まかく、Ⅲ層はⅡ層より酸化鉄、砂粒子を含んでⅡより粘性

が小なくザラずラした暗褐色土である。 H層 とⅢ層の間に灰

白色砂層が薄く入 り込んでお り、南にゆくにしたがって厚 く

なる様である。Ⅳ層は黒褐色粘土層で粒子もこまかく粘性 も

強い。この下は 黒褐色粘土層で 砂質の強いものに なって く

る。こうした土層が標準的なものではあるが、南北では相当

異なったものとなってお り、工事によって表土が削られてい

る所 もある。

遺構はA2グ リッドより土師器集積遺構が、A8。 A9.

B9グ リッドにかけて濤が発見されている。 B8グ リッドは

攪乱によって壊されている。これが南地点の遺構の総てであ

るが、遺物はいづれのグ リッドからも出土してお り、Ⅱ層と

Ⅲ層の中間に雑然と出土している。

遺物の出土状態についてはA3.4.5グ リッドの徴細図を

参照していただければ了解していただけると思 うが、一括遺

物として把握されるものであろ う。時期的にも問題は無い様

である。

濤は第Ⅱ層を切り込んで遺物も若干ではあるが出土してい

る。この性格については不明であるが、V字形に掘 り込まれ

底部は水が湧いてきたために確認されていない。遺物は土師

器杯一括が 4～ 5個、緑釉陶器杯破片 1個が出土している。

(2)北 地点 (第 6.7.8図 )

中央線北側20m× 40mの 節囲を調査した。ここも中央に旧

農道が走 り、この両側をA.Bト レンチ (グ リッド併用)を

設定したが南地点よりは全般的に湿気が小なく調査 もやや容

易であった。

A

ヽ
、
妙 G

業
ヤ

ヽ

く

譴
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第 3図 大坪遺跡南地点全体図
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土層は表土が茶褐色土で粒子はゃゃ荒 く若千の酸化鉄を合む、Ⅱ層は黒褐色土で粒子はやゃ荒 く

褐色ブロック、酸化鉄を含む、Ⅲ層は黒色粘土が多 く粘性 も強い。Ⅳ層は黒色粘土層で粒子もこまか

く粘性 も強い。遺構は明確ではないがA3A4グ リッドに焼土ブロックがあ り、A4グ リッドの焼土

周辺には一括遺物が 5～ 7個出土している。焼上の範囲は 60翻 ×60朗で、焼土ブロックが 30帥 ×60

師の不整形に 広が っている。遺物のあ り方等から考えると遺構を伴 うことが充分考えられるが、土

層図からは明確な結論を得られない。A3グ リッドは lm× lmのほぼ円形に焼土があ り 断面はレ

ンパ状になっているが遺物を伴なわず不明な点が多い。 (末木 )

3.南地点土師器集積遺構 彿 9図 )

該遺構は第 4層 (褐色有機質粘土層)を掘 り込み作られてお り、一部は下層の第 5層 (黒褐色粘土

層)ま で達している所 も見られ、深さ約30鰍を計る。西側を破壊されているので全貌は確認できない

があたかも竪穴住居址の如き形態を呈する。遺構南壁の略中央あた りに厚さ 10印～15ε用で 第 4層が

カマボコ状イこ残存している。底は褐色有機質粘土 (一部に黒褐色粘土)の単一層であ り、この時代の

住居llL床面に通有的に見られるローム十黒色土を踏みしめた様なものでなく、水分を多量に合み極め

て軟弱つものである。焼土等は見られなか った。

遺勿は遺構北部に長さ0,9m、 巾0.3m、 厚さ0,3mの範囲 (メ ヒ部ブロック)と 、南壁の中央部にカ

I表 土
I黒褐色上層:粒子は細か(猫性は強い
III皓 褐色土層:酸化鉄乃び砂を含み粒子はIよ り細かい
Ⅳ砂 層  :酸化鉄を多量に含む
V攪乱層
Ⅵ黒色粘土層

第 4図 大坪南地点A3グ リッド
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マボコ状に残存する褐色有機質粘土層上

に長さ0.6m、 巾 0.3m、 厚さ0.2mの範

囲 (南部プロック)の 2プ ロックを中心

として、遺構内より出土しており、遺構

外の出土例は僅かであった。

耳ヒ部ブロックの出土状況は、遺物が乱

雑に投げ捨てられた如くであ り、遺物に

亀裂の入ったものや器壁の剰落したもの

が多く目につぎ、復元できるものは小な

かった。一方、南部デロックは、図版 9

の様に遺物が積み重ねられたものを、何

列かに並べた如くの状況を呈し、亀裂の

入ったものや、器壁の剰落したものは小

なく、出土品のほとんどが、復元可能な

ものであった。 (山崎 )

A4

第 5図 大坪南地点A4.5グ リッド
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-9-

20m



V                          〒

第7図 大坪北地点A3グ リッド
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第 9図 土師器集積遺構
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物遺4.

(1)土 師器集積遺構

該遺構出上の遺物は、前述のとおり、南・北ブロッタを中心に出土しているが、両ブロック出土品

の様相は異なっている。北部デロックからは土師器では皿形土器、杯形土器、甕形土器、鉢形土器、

片日形土器、黒色土器 (皿 .杯 ///■器)、 この外に須恵器や瓦などが出土しているが、圧到的に土師

器が多い。土師器の中でも、出土総数の半数以上を皿形土器が占め、次に黒色土器―が多く、杯形土器

は以外と小量であった。                    、

一方、南部ブロックよりは、土師器と瓦のみが出土して、その99%は土師器類であった。上師器の

器形は杯形土器、皿形土器、小型甕形土器が見られるが、後 2者は 各 1点づつて、残 りは総て杯形

土器で占められている。

南部プロックは 耳ヒ部ブロックに比べ、集積状況の違いの外にも皿形土器が極端に少なく、黒色土

器に至っては 全く皆無という様に出土遺物に於いても様相を異にして検出された訳である。この違:

いが何由生じたかは明確にしがたい。

この外,同遺構からは砧石が一点検出されているが、鉄器類は全く検出されていない。

吏に、出土状況と言う訳ではないが、北 。南両ブロックおよび遺構内より出土した遺物は もちろ

ん、外のグリッドより出土した遺物からも、全く「墨書」の遺存例が認められなかった点、該遺構の

性格を暗示するものと考えられる。 (菊島)
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第10図 土師器集積遺構
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0                         20cm

第11図 土師器集積遺構
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第12図 土師器集積遺構
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0                     20cm

第13脳 土師器集積遺構
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第14図 土師器集積遺構
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第15図 土師器集積遺構
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第16瓢 土師器集積遺構
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0                     2 0cm

第17図 土師器集積遺構
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第18図  土師器集積遺構
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o                     20cm

第19囲 土師器集積遺構
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第20図 土師器集積遺構
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第21図 土師器集積遺構
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o                    20cm

第23図 土師器集積遺構
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整
出土地点 1 出 土 状 態

ブロックぞ擢惜ク 土師器 皿

日回

玉 緑 外 反
子状箆磨が一
に入る

ク   1放 射状箆磨

の間に
が

唇 → 箆磨//  116

引

一
６
‐

→ 箆磨

刺 日引 ″″
 |ク |″

剰

一

ｏ

ｌ

ク
　
一　
ク

４８‐
岩
判

１

１

一
１

１

ク
　
一　
ク
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 | 

″  138///1  ″
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表 1 大坪遺跡 南地区 (土師器集積遺構 )
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ク |″ |ク 1愕イ引引 ″
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胎  土 焼 成 備 考匠 部 |

Эロクロ横ナデ
→ 箆 削 P雙學攣籍療ぞl④回転箆削赤色スコリア

キ石英
堅   固 灰褐色 褐色

I片

ク 放射状箆磨 |
// // やや軟弱 褐色 // ク

ロクロ横ナデ // 堅 固 ク //

デ
ｗｕ

ナ
肖

口横
箆ψ

↓
// // // 褐 色 褐色 //

// 回 転 褐 前 // // ク 黒褐色 ④黒色土器か    ク

箆 暦 ″ ″ // // 褐色 灰褐色 //

// ク ク ク やや軟弱 灰褐色 褐色 ク

堅 国 褐色 灰褐色 //

// 箆磨 // ク ク ク 暗褐色 //

ク ク ″ ク やや軟弱 ″ 褐色 //

ク // // 堅   回 ク 灰褐色 ク

ク // ク 暗褐色 // //

// // // // 褐色 ″ 半完

ク ク ク やや軟弱 ク 褐色 ク

ク →  箆萎 ク ″ // 堅   固 灰褐色灰褐色 //

ク // ク ク 暗褐色黒褐色 ④黒色土器か    ″

→  箆審 ク ク // ケ 褐 色 褐色 片

″ // // ク ク 灰褐色 ク

// →  箆磨 // // // // // 褐色 売

// // ク ク ク 灰褐色
1黒
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ク ク ク ク ク ク 褐色 片
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″ ク // ク // // // 灰褐色 //
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// ク 褐 色 褐色 //

// // ク // 灰褐色灰褐色 //
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表 2

面番号1 出土地点 1 出 土 状 態

羅ご星蓬
ク状写乱

1土師器
|

12図 21Hヒ部ブロック1棄た桑繕
/フ ヤ`

■日し
1土師器 1 皿

ク
|ク

ク
|ク 11

H

11144

271! 玉 縁 外 反

|ク ク 1劇 引
司

ク 引 引 4

ク  11

ク H引 割引 |→  箆 磨

ク 1引

ク  II

→  箆 磨

//1ク
11

箆 磨 ?

日同

箆

HI ク
 | 

ク

ら

器最上部より出

13図 1,ヒ部ブロック|ご擢桧ク状
に

部ブロック1冒争テ侯宅豊生ブ| ク 1 杯  l

″ |ク IH封 J引

る
|

71 ク
IЮ可引

ク
1//

481    ク

441    //

561    ク

ク H可 引 4

引

４４
‐

「

「３０

‐

一

２８

‐

ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク

引

一

７

‐

ク
    1      //

ク ク 司 ク

一
唇

４‐
，

一

４２
．

Ｈ
　
一
Ｈ

ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク

431  461  尖

花 弁 状 箆 磨

461  481    //ク

5】 尖唇ク
IЮ可引

//1

-30-



法
胎  土 焼 成

日   調

内 1外 備 考
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→  箆  磨

51

61 ク
  |ク 1//

引

一
４６‐

‐ ８

一一　

‐８

花 弁 状 箆 磨

1僣冥ぢ箆磐
が三方

1劇④硼

花 弁 状 箆 磨
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胎  土 1焼 成

スコ
巻垂1堅  固 1褐色

1灰
褐色

|

同心円状箆磨 1全 面 箆 削 |ク
ク

|

|ク |ク |

1全 面 箆 削

ク 1褐色

褐色| ク

褐色 1褐色

ロクロ横ナデ
→ 箆 磨

ロクロ

ク
　
一　
タ

半完

片

ク(密度良) ク  | ク | ク

全 面 箆 削

1堅 固 |ク ク

やや軟弱 | 
ク | ク

 |

堅  団 1褐色 | 
ク
 |

//

ロクロ横ナデ

//

句
転箆肖！‐

ク
　
一　
ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク
　
一　
タ

屯ご1同心円状箆磨 箆
一輯
一ク
一醐

ク

//

ク

//

//

//

//

//

//

ク

ク

//

1黒色
1黒

褐色
|

黒色土器

//

//

//

//

ク

//

//

ク

//

//

″

7EI

片

ニク毛癖屯戸| → 箆 磨

ク  1黒色
1黒

褐色
|

ク一口横ナデ鞠

レ
ーク 褐色 |  ク       ″

スコユ至|  ″  | ク 1褐色|  ″       ″ロクロ凍ナテ
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杯 日
状箆磨が
に入る

花 弁 状 箆 磨

11
461

花 弁 状 箆 磨

184///¬  丸 唇 花 弁 状 箆 磨

玉 縁 外 反

丸  唇
が入る

11 ///]玉 縁 外 反 ら
↓

，部

(十文字

くに

→ 櫛 状 箆

ロ ク ロ

字 )

,日縁

11

1 鉢  12419

1 片口 1264「 o7

ク
|

1981

1701

71     //
1  7

81    ク

21図 1  汐
  |   

ク 杯 蓋 l

//´
//ィ
ン′″

|

2南部ブロック厘粂吾全蜜券こ埜
形

|

ク 1小型寄1111 7封  78

1須恵器 長頸壼18上///

1// 甕 1///16可

ク

リ

一

単  独 石 器 1砥 石
|

花

に

縁玉

誠

22X l,`部ブロック
1業ゴび長上そ士望|

21 ク
 | 

ク
 |

平 瓦

表 4

面番号1 出土地点 1 出 土 状 態

ブロック状に18図 lFヒ郡ブロック
|た握穫ι捨た諧坐1土師器

1引 引

531
1吝

部ブロック|な是穫3透3

|ク

1平 瓦

||   |
||   |

杯に混 って出土 瓦
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法

ナ デ坪
ヽ

ク ロ

胎  土 1焼 成

石

ク

″
　
一　
少

ク
　
一　
ク

ク

　
一　
ク

ク
　
一　
タ

半完

片
//

//

ク

//

ク

ク

ク

1 //

1  
ク

ク
　
一　
ク
　
一　
″

ク
　
一　
ク
　
一　
タ

ク
　
一　
ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク
　
一　
ク

ク

ク

//

//

き//

き//

ク
　
一　
ク
　
一　
ク 削 出 高 台 ク  |    ク 片

//

半完

//

ク
　
一　
ク

褐色|  ク

|ク
 ク 片

一

ク

一

ク

// 1    タ

″
　
一　
ク
　
一　
ク

|ク
 ク

放射状箆磨 ク
　
一　
ク

線

一
″

↓ 櫛状箆

|

1木 の 葉 底

ク
　
一　
ク

″

一
ウ

一

ク

一

ク

口
‐

‐
ク
　
一　
ク

」Ｆ
　
一　
ク
　
一
白
九粘板岩製

堅 固 内面布目外面撚系目
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表 5

螂 号 蜘 点 出1土 状 態 |1種 寒 器 影
桜

胴 部

322図 4 箔部ブ IZラ タ 郡透妥鰹 |″ 平               |:と 罰E

瀞蝉軸 離 中 蒸    採 | ´ 丸 瓦

? // ″ r/ 平 瓦
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外面布目肉面撚糸目 片

(注)1.矢 印 (→ )ヽは箆削の方向を示す。

2,全面箆削,糸切後周剛1～ 1.5Cm節削とあるは、すべて議lLA剤のものであり、前者は全く糸切痕

を残さず、後者は系切痕を残すものである。

3.箆のみ記入するも|の は箆であるが1回転魏elJ、 静上箆削いずれか判明しないも駐

4.箆磨とあるは、暗文と同語。
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(2)南 ・ 北・ 地 点 および十郎橋地 点

大坪南地点で 一括出土したA2グ リッド土師集積遺構内遺物は、考察で詳細に分析されているの

で他のグ リッド出土の遺物をここであつか う。遺物の量は概して西側のAグ リッドに多く、A2.3.

4.5,7.8に 積中している。特に 4.5。 8は多く、一括出土しているが遺構との関連が明確ではな

く、一括遺物として捉えられるのかはっきりしないので、土器の整形技法によって これを分けた。

南地点出土遺物は第24図 ～第28劉 であ り、一部表采品も含まれる。第24図 1～ 3は奈良時代から平安

時代に移行する時期のものと考えられ、外面口縁は横ナデ、胴から下はヘラなどで 整形される。口

縁先端 ,よ 1は内湾、3は外傾し尖る特徴は真間期のものに近いと考えられる。 4～26は外面胴部下半

にヘラ削が見られるもので、口唇外反玉縁を呈するものが多く、外傾、外反の程度で 分類すること

ができるか もしれない。272829は前述の遺物に先行し、かつ 1～ 3以降に位置する。45.46を標式

とする皿|よ 、底部円形ヘラ削が施され、胴部がくの字に 屈曲するものである。黒色土器 56～ 64の ち

最 も古いものは 56で 外面ヘラみがき、内面黒色で回縁部内面が 2と 共通する。 65は縁釉陶器で鳴海

窯のものと思われ、胎土責自色である。これは濤中の出土で濤の狐削年代を決め得る資料であろ う。

71.73は高杯脚部である。特に注意しなければならないのは73で ある。県下に於ける出土例はこの遺

跡の数例の破片を除いて 皆無の状態である。長野県内でも例を知らないが、この脚イよ畿内に見られ

る外面をたてに大きくけず って 面どりした、高い脚をもつ高盤のそれであろうか。もしそれだとす

るなら、畿内での盛行時期が 8～ 9世紀であ り、これに伴出する遺物の略年代が知れようと,よ う。

以上南地くの遺物を概観してきたが、暗文手法、高盤等が畿内と近い技法を示す反面、須恵器、灰

釉陶器の量の少なさ、内外面黒色土器がほとんど見られない点など 逆の現象を示す資料 も多い。又

畿内との関連を示す黒色暗文土器や高盤は若千時期的な差がある様である。

北地点で出上した遺物の見るべきものは、A4グ リッドのものである。焼土を中心に一括出上した

遺物は南地点の土師器集積遺構出土遺物とほlk~同一時期か後続するものであろ う。又、表採品として

あるが、いづれも工事中に掘 り出されたもので、北地区出土品である92は 古墳時代のコンキと層、わ

れるものである。

94.95,97.98は 布 目瓦で、他に表採品として多 くの破片があるが、建物址の様な遺構を伴 っていな

い。調査範囲が狭か った為かもしれないが、土師器等の生産地の可能性を考えた場合、むしろ瓦生産

も近くで行なわれていたことを想定しても良いかと考える。96は 土師質胎上の土器片で表は桃葉の

様なレリーフがあ り、裏面に亥」書で「 田」とある。新しい遺物かもしれないが参考の為区示した。

第31図～第34図 は 十郎橋工事中 出土の一括遺物である。破片が多 く復元実測が多いが、一括遺物

としての傾向を知る為には良好左資料 と言える。図示した84個の遺物の うち18個が黒色土器である。

全体の約78%が普通の上師器で残る 22%が黒色土器とい うことになる。土師器の杯及び皿は玉縁外

反口縁をもち、胴から底部にかけてのヘラ削はあらい。又 ヘラ削の無いものもタト反玉縁は変らない

ので、この実測できなか った 下部にヘラ削があったものも多いと考えられる。黒色土器の うち 1点

64の みが暗文が施されるだけで特異な存在である。黒色土器の器径は一般の土師器に比べ大きく、用

途の上で分担があったことが うかがわれるであろ う。
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0                      20cm

第24図 南地点出土遺物
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o                     20cm

第25図 南地点出土遺物
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0                        20cm

第26図  南地点出土遺物

-41-



46

48 50

52

Ｒ
Ｊ

民
υ

И
叶

Ｒ
υ

o                     20cm

第27図  南地点出土遺物
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o                     20cm

第28図 南地点出土遺物
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o                        20cm

第29図 北地点出土遺物
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第30図 北地点出土遺物
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第31図 十郎橋地点出土遺物 (1)
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第32図  十郎橋地点出土遺物 (2)
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表 6

出土地点 1 出 土 状 態

21ク A21 ク1  1ゴ |1外  傾

種 類 1器 形 百

南 A2 1   P 2   1土 師器

ク 1 杯 11封 5.封 6・

41ク A4

,欲

71ク A51 P5 1ク

14.引  J5.封 外反やや玉縁

れ
一独 和一仲

日一‐ク‐
仲一仲

ク
　
一　
ク

ク
　
一　
ク

南 A4 1        1土 師器 1 杯

ク A4 1      1 ク

P9.14-1

HI″ A41 P 12

12 // //

ヘラみがき

横 ナ デ

横 ナ デ

外傾やや玉縁

外 反 玉 縁

1外 傾 玉 縁

外 傾

4.封 ク ゃゃ玉縁

日 1外 傾 尖 唇

J 1外 反 玉 縁

外傾やゃ玉縁

外 反 玉 縁
|

1外 傾 角 縁
|

1 外傾ゃゃ玉縁

1外 反 玉 縁

外 反 玉 縁

P14-2

131//A5

141//B9

16 ク  //

25図 161 南 A8

17ク A81

13 //A 3

呵″A31
//A4 P 13

231ク A8

// A 8

傾外

傾外

傾
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胎  士 饒 成

や や 生
1赤

褐色
1赤

褐

こまかい
 |や

や生焼成
1赤
褐色勝

ヘラケズ リ |

横ヘラナデ

横 ヘ ラ 削

//

糸切後ヘラ削
|

1  //

やや生焼 1黄褐色1黄褐

良  好 1暗褐

//
やや荒い |  ク 黄色 1黄色

//

//

ク

ク

ク  1良  好 赤

や や 生 黄 褐色
|

ク //

ク

ク

良  好
1赤

褐色
1赤

褐

//
ク

|ク
ク

//

//

ク  1黄色 1黄色

ク
    |

″
|ク

ク

//

//

ク

//

//

//

| やや荒い 1不  良
1赤褐

こまかい 1良 好‐

一‐

ク
　
一　
ク
　
一　
ク

//

ク

1  //

1赤
褐色

1赤
褐

褐

や や 生 1褐色 1褐色

こまかい |  ク 褐色
1赤

褐

ヘ ラ削 り |  ク  |や や 生
1赤色

良  好
1赤

褐色
1赤

褐色
|

横 ナ デ

1 //
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表 7

土師器

出土地点 1 出 土 状 態 1種 類

南 A4 1   P l   l士 師器

″ A8 1  Pl一 Ⅳ   I 
ク
 | 

ク
 1 1

411ク A8

49 ク A3 1  P2-I

外傾やや玉縁

引引
釉陶器1 杯  1 1

引 や や 外 反

//A41 P  lo

371//A4

//A4 P 8

ク A4

ク A 8

441//A8

第27図461 南 A2

ク A2 Pl― I

引クA61 Pl― Ⅱ

481//A4 1 P   6

//A81

】同

外 反 玉 縁 ナ  デ

横 ナ デ

外傾やや玉縁

1 外反やや玉縁

外傾やや玉縁

呵引 a 外 反 玉 縁

司羽 4封

皿

杯

傾外

引 ク A81

Pl― Ⅲ

P5 Ⅱク A 2

引クA41   1ク  ク 1劇

引クA41   1ク  ク日

ク A4 P  2

601//A41

611//A81

少 A 4 P  16

南 B6

杯  117

μ引 外 反 玉 縁

外

外

傾

反 |ロ 又婿
一デ

横へ

一
ナ

知
一横

外

や や 外 反 釉 全 面

反 横 ナ デ

横ナデ指ナデ
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方
胎  土 焼 成 備 考

υ
旗 ナ デ

回横ヘラ削 ′へヽ ラ 肖」

こまか V

//

や や 生

ク // //

横 ナ デ // //

ク ク ク ク

// // // //

// ク ク 簑褐住 煮褐∈

ク
　
一　
ク ク

″
　
一　
ク

良  好

// //

「
伺
　
一　
″

// // // 黄自色黄自色|

//

|

やや荒い や や 生 褐色 褐 色

黄、ヘラ削 ヘ ラ 円 削 こまか い // 赤褐 胴下部底部円削

//

|

// // // //

横 ナ デ // 良 好 赤色 赤 色

横、ヘラ削 ハヽ ラ 肖J ク 音褐色
1暗褐住 底部ヘラ切か

//

//

横 ナ デ

//

ク
　
一　
ク

//

ク

″

//

//

ク

//

//

髄
一紬
一鞘

褐色

黄褐造

自

一
黄

横ヘラ横削 |
// // 示褐色赤褐色

//

|

ク や や 生 //

横 ナ デ // 良 好 赤黄色赤黄色

ヘラみがき // // 黒 色 暗褐色 口縁外面積ナデ

横 ナ デ // // 褐色

ク 黄褐色

横、ヘラ削 // ク 赤褐色

// // ク ク

// // // 黄色 黒色

横 ナ デ ク 黒 色 褐色

横 ナ デ 高 台 こまかい 良 好 黒色 赤色

// ク ク ク //

釉 全 面

横 ナ デ

|

|

黄褐色かたり

こまかい

|   
ク

1良  好

1濃
緑

1赤色

1濃
緑

赤色

横ナデ、指ナテ ヘ ラ な で 石英粒を
多 く合む

や や 生 簑自色 黄白色

指 ナ デ // こまかい や や 生 唐褐色 1暗
褐色
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表 8

7司  クA4拡

P  2

P 15

杯

一
″

761ク A4

″A41 P4 1ク |ク 「&拒 l

8創  ″A4拡

861ク A4

表
|

ク
 | 瓦  1瓦(平)

91 ク  ″ |        | ク |ク (丸 )

土師質 1不 明

瓦  1瓦 (平)

//A5 Pl-1

731ク B5

731//A6 1

ク A4

80 //A4,Å
 |

P  16

高杯脚

ク
1欲 封Z 引  ク

横、 指 圧

ナ ア

|ヘ ラ ナ デ

や や 外 反 横、ヘラ暗文

傾 横  ナ  デ

| |や や 外 反

外    傾
|

指

台

外

5.3や や 外 反

傾外

傾外

や や 外 反
|

や や 外 反

文暗

ア

横、ヘラ暗文

横  ナ  デ

口 |  
ヘ     ラ

横

布

布

布

布ク(平 )
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|や
やあらい

1良
  好

1青
灰色

1青
灰色

|

こまかい
 |ゃ や 生

1赤
褐色

1赤
褐

台底部木葉痕上面は刷毛目

ナデ、ヘラ削

横、ヘラ削

こまかい |  ク  1赤色 1赤色
|

1 糸切、ヘラ | こまかい |や ゃ 生
1赤

黄色
1赤

黄

胎  土 1焼 成
|

|   1 // 1// 黄褐色1黄褐

ヘ ラ 削 | 
ク

 | ク  |″ |ク
ク  1良   好

1赤
色

1赤
色

|

や や 生 黄自

ヘ ラ 削

糸切ヘラ円削

ハヽ  ラ 肖!

良 好 |ク |ク

や や 生
1赤

黄色
1赤

黄

や や 生 1赤色 1赤色

|こまかい
1良

好

1黒
色

1黄
褐色

|

ク

一
白

ク 1 放射状暗文

黄白

//

横 ナ デ

//

ヘ ラ な で

や や 生
1赤

褐

こまかい
1良 好 1黒色

1暗
褐色

|

横、ヘフ削

1黒
色

1赤
褐色

|

横、ヘラ円削

色1 口縁横ナデ

″ 1 外面上部グール付着

|   |   |  | 刻書「 田J
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5.考   察

(1)土 師器集積遺構 出土 品 の分類

出土遺物は土師器、須恵器、瓦、石器等見られるが、順次分類してみよう。

土師器には 皿形土器、杯形土器、鉢形土器、片口形土器、甕形土器等あるが、南部ブロックより

は杯形土器と皿形土器 (1点 )、 小型甕形土器 (1点 )カミ出土したのみで、他の器形 (黒色土器を

含め)はすべて北部ブロックより出上している。

皿形土器は大別すると次の様になる。

A類 胴部下部に横位の箆削 りの見られるもの

B類 胴部下部に斜位 (上から下へ)の箆削 りの見られるもの

C類 黒色土器

ァ、Al類 (第10瓢 4・ 5)

A類中、口縁部が内傾気味に開き、内面に強い くひれ部を有する。胎土は精々され、表面は滑ら

かな仕上 りである。底は回転箆削 りである。

イ、A2類 (第10図 6～ 15、 第11図 1～ 18、 第12劉 1～ 11)

A類中、口縁部が玉縁で外反するもので、器高によって細分すると、20m/m以下のA2a類 (第

10図 6～ 12、 14)、 21m/m～29m/mの A2b類 (第10劉 13、 15、 第11巴 1～ 18、 第12N l～ 8)、 30

m/m以上のA2c類 (第12劉 9～11)に分類され、底′よ回転箆削である。なお第12貿 6～ 111よ 凸底

を形成する。

ゥ、A3類 (第10図 1～ 3)

A類中、内面に箆磨を有するもので、口縁部が玉縁外反のA3a類 (第10瓢 1・ 2)と 、口g部が

角ばるA3b類 (第10J3)に細分される。底は回転箆削である。

ェ、A4類 (第12図 12)

口縁部が内傾気味に開き、口居部は九形を呈する。器肉厚 く重量感がある。底部は 回転箆削であ

る。

オ、Bl類 (第13図 1・ 2)

B類中、口縁部が内傾気味に開くものである。底は回転箆削である。

力、B2類 (第13図 3～ 8)

B類中、口縁が玉縁外反するものである。底は回転箆削 (第13図 8)の ものと、静止箆削 (第 13

図 4・ 6・ 7)の 2種類がある。

キ、C類 (第17図 1～ 3)

b類黒色上器 (第17図 1)で、器形的には B類を踏襲するものであるが、内面に 花弁状箆磨を有

する。底は静止箆削である。

第17図 2・ 3は外面に一部黒色が見られるので、一応黒色として 取 り扱 ったが、A2類に属する

ものであろ う①

杯形土器は大別すると次の様になる。

A類 胴部下部に斜位 (上から下)の箆削が見られる。
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B類 台 付 杯

C類 黒色土器

ァ、Al類 (第14図 1～ 15、 第15図 1～ 3)

A類中、日唇部が尖形ないし 丸形を呈し、かつ内傾気味の口縁部であり、更に内面に箆磨が施さ

れるものである。整形は 入どであり、器形の 大きさも斉一性をとる。箆磨の 形態で 放射状箆磨の

Ala類 (第14図 1～ 4)と 花弁状箆磨のA lb類 (第10� 5～ 15、 第15劉 1～ 3)に 細分される。

底は回転箆削と静止箆削が見られ、回転箆削の場合は必ず糸切痕を僅かに残す。

ィ、A2類 (第15翼 1～ 4)

Al類の内面に箆磨の見られないものである。底は 静止箆削と回転箆削 (糸切痕を残す)の 2通

りがある。

ウ、A3類 (第15劉 4～ 9)

A類中、口縁部が玉縁で外反し、内面に箆磨を有するものである。整形は 入念で、器形に斉一性

が見られる。箆磨の形態で放射状箆塔のA3a類 (第15図 9)の花弁状箆磨のA3b類 (第15劉 4～

8)と に細分できる。底は静止箆削 (第15劉 5。 7)が判明する他は不明である。

ェ、A4類 (第16聖 5～10)             十

A3類 の内面に箆碁が見れないものである。底は箆であるが、静止、回転どちらに よるものか判

明しない。

オ、Bl類 (第15凶 1)

削 り出し高台のものであるが、個数は図示した一例と、破片が 1点 見られるにすぎない。

力、B2類 (第15図 12)

高台が削 り出しによるものでなく、水ひき手法によって作られたもので、例は黒色土器を合め 13

pllの みである。

キ、黒 色 土 器

杯形黒色土器は大別すると、次の様になる。

Cュ類 胴部下部に斜位 (上から下)の箆削を有する。

C2類 胴部下部に横位の箆削を有する。

C3 底が高台を有する。

(ア )Cia類 (第18凶 1・ 2)

a類黒色土器であり、口縁部が玉縁外反し、内面に 花弁状箆磨を有する。第18図 2の箆磨は、胴

部内lRl【 四方向 (十字)に施され、かつ底内面にら線状箆磨 も施されている。底は 静́止箆削 (第 18

図 2が確認され、残 りは箆削であるが、静止か回転いずれとも判断できない。

(イ )Cib類 (第19M2)

Cia類 の内面に花弁状箆磨の外にら線状箆磨を合せて施す ものである。

(ウ )CiC類 (第17図 7・ 8)

a類黒色土器で、器形的には Cia類 に該当するものであるが、内面に全く箆磨を施して ない。底

は箆であるが、回転静止いずれによるものか不明である。

(工 )C2a類 (第18N3～ 10)

a類黒色土器で、内面に放射状あるいは 花弁状の箆磨が施されている。第18図 5～ 8は 器形に斉
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一性が見られる。この種の口縁部内側に横位の箆磨が見られるものが多い。底はすべて 回転箆削に

よってなされている。

(オ )C2b類 (第19腟 1・ 3・ 4)

a類黒色土器で、内面に花弁状箆磨が四方 (十字)に、その間にら線状箆磨を 交互に施したもの

である。底部を全く久き、整形方法からは、次の C3類に含まれるものかもしれない。

(力 )C2C類 (第17図 9・ 10)

a類黒色土器で、内面に全く箆削を施してない。底は第 8図 9が回転箆削で、外は不明である。

(キ )Caa類 (第20図 1～ 6)

a類黒色土器で、内面に花弁状箆磨が四方 (十字)に、その間にら線状箆磨が地されるのを通常と

する。第20� 2・ 6の場合には底内面にも十字状に箆磨が施されている。底は削 り出し高台である。

(ク )C3b類 (第20図 7e8)
a類黒色土器で、高台が水びき手法によって作られている。第20図 7の底内面には 放射状箆磨が

施されている。

なお第17頸 4～ 6は外面一部に黒色部分が認められるものである。

鉢形土器 (第16劉 11・ 12。 第19劉 5)

口径が 20切 を超すもので、 3点確認されている。 3点 とも水びき手法による整形で、胴部下部に

横位の箆削、底は回転箆削とい う共通点をもつが、 2分類される。

A類 口類口縁部が大きく外反する (第16図 11・ 12)

B類 口縁部,よ 僅かに外反し、口唇部が角形を呈する a類黒色土器である。

片口形土器 (第19劉 6)

a類黒色土器であり、胴部下部に構位箆削、底は回転箆削にて整形されている。図示したのは 1

点であるが、この外に片田部が 1点同地点より出土している。

杯蓋形土器 (第21図 1)

1点 出上が確認されたにすぎない。外部【一部黒色部が認められる。口縁部は 簡略化された鳥嘴

状を呈する。

甕形土器 (第21図 3)

口縁部が比較勺薄い作 りで、外反する。胴部内外に櫛状箆なでが顕著に認められる。

小型甕形土器 (第21図 2)

短か|ヽ 口縁部が外反するもので、胴部内外面に櫛状箆なでが認められる。木の葉底。

砥石 (第21図 7)

粘板岩製のもので、使用面が 2面見られる。

須恵器 (第21露 4・ 5・ 6)

須恵器の出土量は 極めて小なく、長頸壷 (第21図 4)“、三形土器 (同 6)、 甕形 土器 (同 5)の

器形が見られる。

布 目瓦 (第22図 1～ 4、 第23劉 1・ 2)

丸瓦 (第23翼 1)平瓦 (第23図 2、 第22図 1～ 4)の 2種類がある。 第22図 の 4例が 土師器集積

遺構内より、第23N2例は表採品である。
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(2)法 量 と 形 態

本遺構付近は、末木健が述べている様に、甲斐∃に於ける一大窯業地域を 形成していたものと考

えられている場所であるが、現在に至るまで、その内容について考察できる資料は十分とは 言えな

いのであり、法量等について検討を加えるのも、あながち無駄ではあるまい。

出土土師器の杯、Iul、 黒色土器ヤこついて第 1～ 2表を中心に考察する。

Al類杯形土器

口径 最小102m/m、 最大115m/m、 偏差13m/m。 平均値は110m/mで ぁ り、この前後 5m/m(106

～115m/m)以 内に93%が集中する。

底径 最 」ヽ44m/m、 最大 57m/m、 偏差13m/m。 平均値は 499m/mであり、この前後 2m/m(48

～52m/m)以内に80%が集中する。

器高 最 小39n/m、 最大46.5m/m、 偏差 7.5m/m。 平均直は 424m/mでぁり、この前後2.5m/m

(40-45m/m)以 内に80%が集中する。

A2b ttlL形 土器

口堡 最 小126m/m、 最大 146m/m、 偏差 22m/m、 平均直は 131.6m/mで ぁり、この前後 6m/m

(1256m/m～ 137.6m/m)以 内に80%が集中する。

底蚤 最 」ヽ38n/m、 最大74m/m、 偏差36m/m、 平均直は49m/mで あり、この前後 7m/m(42m/m

～56m/m)以内に74%が集中する。

器 言 最 」ヽ23n/m、 最大29m/m、 偏差 6m/m。 平均直は25.6n/mで ぁり、この前後 3m/m(22.6

m/m～28.6m/m)以内に96%が集中する。

Al領杯形上器な口径にあっては、106m/m～ 115m/m以 内に 93%器高にあっては 40m/m～45m/m

以内に 80%と 極めて高い割合で 集中化つミ認められ、この範囲に属さないものは僅か 3例にすぎない

の 0あ る,こ れ!よ 器杉〔おする法量の規路が 存在したであろうことを推定する数的資料 となり、型

の標隼化 うミなされたことを物語るものであろ う。

A2類 A3類杯杉上器 こおける 口径:器高の散布状況はAl類杯形上器の散布圏内に属するもので

あることから、ゃはり標準品の存在が考えられる。

次 こ頁垂!口 径の散布支|よ みると、Al類、A2類杯形土器とA3類杯形土器は 46m付近を境 として

散布部分うミ明瞭〔分たれ、Al類、A2類 添形土器イよ底部が口径に近く (底面積が大きく、台形に近

い)な るの准対して、A3類形土器 ,よ逆 |こ 底径は縮小するものである。三者の比を見れば、

器高 :底径 :口 径

Al類杯形土器           1  1.17  2.5
A2   //                  1   1・ 19  2.9

A3  ″             1  10  3

となる。この違いは器形の形態による法量的規格が存在していることを推定させよう。即ち Al類、

A2類 杯7//土 器の回縁部形態′よ尖形であるのに、A3類杯形土器 うミ玉縁で外反を呈する違いが 底部縮

小化につながせるのであろう。

なお、底径からの規格は表の如く、推定するのは困難である。

A2b ttlllL形 土器は口径 にあっては、125.6m/m～137.6m/mの間に 80%、 器高は 22.6m/m～ 28.6
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m/mの高に96%と 極めて高い集中を見せ、杯形土器同様に器形の規格化が推定できるのである。

A2a類、A2C類 皿形土器は法量的には散布具合よりして、A2b類杯形土器の両端に位置するもので

あ り、現在の資料からは製作当初より、A2a類、A2C類皿形土器の規格があったものとは考えられず

むしろ A2b類阻形土器製作過程に於いて偶然に生じたものと考えた方がよさそ うである。

参考に 3者の比を記すと、次の様になる。

A2a ttlllL形 土器

A2b類  ク

A2C類  ク

器高 :底径 :口径

1  2.5  6

1     2      5

1  13  4

B類皿形土器は法量的には A2b類皿形土器の散布圏内に分布する。

なお、杯形土器同様、底径から規格は、表の如くで推定困難である。

黒色土器の法量的位置は第 9表の如くで、概して大形品にのみ製作されることが 明確に看販され

る。

杯、皿形土器について法量を見てきたが、次の様に整理される。

1.標準化 ,ま 口径と器高に対して 第 1次的に規制を加えて行なわれる。底径に対しては、それ程

明確な規制は存在しないと考えられる。

2.時期については晩期Ⅱ 2式～ 3式 と特定できないが、杯 。阻形土器は
千

勾配線 鶴 高対口

径)を中心に一定の比率で 製作される (各時期に於いて検討してないので、外の時期に存在す

るか、その勾配角度の状況は現在は不明である)。

(3)整 形方法等 につ いて

木遺跡出土製品は甕形土器を除き、小型の杯形土器より 大型の鉢形土器に至るまで、全て襲鑢の

回転力 (本遺跡の場合右回転)に よる「 水挽き成形」技法によって 製品化されたものである。しか

し、全て「 水挽き成形J技法を基本に置 くものであるが、その製作過程は器種により 多少の違いが

見られる。

皿形土器は

A類  「 水挽 き成形J→内外面の調整 (内面箆磨きを合む)→切離し (糸切 り)→底の 回転箆削

り。胴部下部横位回転箆削 り

B類  「 水挽き成形」→内外面の調整 (内面箆磨を合也)←切離し (糸切 り)→底の静止箆肖1り 。

胴部斜位箆削 り

の 2通 りの製作手川贋が見られる。A類は胴部下部を横位回転箆削した場合には、底も 必ず回転箆削

がなされる整形上の規制が見られる。この場合、糸切 り痕は 全 く削 り取るのを通常とするが、糸切

り痕を残存するものが、 1例であるが認められる。

一方、B類についても A類同様整形上の規制が存在する。胴部に斜位 (甲縁 部から底部方向の)

箆削を施した場合、底は必ず 静止箆削 りによる整形方法が販られるのである。静止箆削 りの場合に

も、完全に糸切 り痕を削 り取 ってしまう例と、底の周囲 1鰍～1 5θηを箆削 りし、糸切痕を残存させ

てい制 とがあり、頭 にあっては、そ軸 率は+と なっている。
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杯形土器は

A類  「 水挽き成形」→海外面の調整 (内面箆磨きを含む)→ 切離し (糸 切り)→底の 静止箆削

り・胴部斜位箆削 り

「 水挽き成形」→内外面の調整 (内面箆磨きを合む)→切離し (糸切 り)→底部 回転箆削

り→高台削 り出し

イ 「水挽き成形」→内外面の調整 (内面箆磨きを含む)→底部回転箆削 り→高台「 水挽き成形」

の 3通 りの製作手順が見られる。A類においては 皿形土器A類、B類同様、整形上の規制が存在す

る。胴部に斜位箆削 りを施 した場合、底は必ず 静止箆削 りが施されるのである。これは皿形土器B

類に認められる規制と全 く同じであり、杯形土器には 黒色土器に於ける杯形土器を除いては、皿形

土器A類の様な胴部下部に横位回転箆削 りを施す例は 存在しない。静止箆削 りを旋した場合にも、

完全↓こ糸切り痕を削 り取ってしまうものと、底の周囲の 1勁～1.5鰍を箆削 りして糸切 り痕を残の存

させているものとがあ り、その比率は皿形土器 B類同様半 である。

杯形土器にはB類 として 区分した底が高台を形成するものが、あるが、これも最終段階において

2通 りの作 り方が見られる。それは底部を 横位回転箆削 りした後、同部に箆削 りを加え高台を形作

る所謂「 削 り出し高台」のものと、底部、底を回転箆削 りした後、同部に粘土紐等を貼 り付け、「水

挽き成形」によって「高台を引き出して形作るものとである。しかし高台を形成するものは 量的に

は微々たるものである。

黒色土器 (皿・杯 。鉢・ 片口形土器)に於ける整形順序は 皿形土器にあっては、前述皿形土器 B

類、杯形土器にあっては、前述杯形土器A類、B類ア・ イの外に

「 水挽き成形」→内外面の調整 (内面箆磨きを含む)→切離し (糸 切り)→底の 回転箆削

り・ 胴部下部横位回転箆削 り

のものも認められ、鉢 。片口形土器にあって 今述べた様な底の回転箆削 り・胴部下部横位回転箆削

りを施すものであ り、この後、最終段階として黒色発現のための「 いぶし」カミ行なわれるのである。

本遺跡に於いては、以上述べた様に朝鑢「水挽き成形Jに より 製品が作 り出されるのであるが、

切離しに於いて全て「 糸切りJに よる方法であって、「箆切 りJ「箆起し」イま全然存在しないという

大きな特徴が見られるのである。

胎上について略記すると 粘土に石英粒>赤色スコリア粒、細石粗、金雲母等が 1ガあた り7～ 8

粒 (表面上肉眼観察による)カミ混入されているにすぎず精々粘土であ り、胎土は引き締 っている。焼

成は大旨良好であ り、胎土断面に層を形成 (2～ 3層 )し て熱が胎上にかかったことを 大半のもの

から観察できる。

(4)編 年上 に占める位置

本遺構つ遺物出土状況は 前述の如くであ り、南部と北部のブロック状に集積された 2群を中心と

して、その周lrlか ら出上したものである。南部ブロックからはAl、 A2類杯形土器、A4類皿形土器、

小型甕形土器の出土を 見ただけであった。特にAl類、A2類、杯形土器が、南部ブロック、出土品

の95%を 占める状況(註 1)で ある。Al類、A2類杯形土器は 筆者編年試論の晩期Ⅱ-2式～ 3式に

置かれるものであるが、Al類、A2類 とも口縁部が内傾気味に開くことから、それ程 新しく時期の

類
　
ア

Ｂ
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下降を必要としないと考えられる。A4類皿形土器は晩期 Ⅱ-2式 に特徴的に存在するものであ り、

杯、皿からすれば南部ブロック出土品は晩期Ⅱ-2式 に 置かれるものであるが、同フ
｀
ロック直上よ

り小型甕形土器が出土した点に留意する必要があろ う。即ち、該小坐甕形土器は 晩期Π-3式 あた

りに伴出する器形【類似することであ り、杯・皿類 と小型甕形土器の出土層位は明確に別れない等、

合せ考察する必要があろ う。

一方、北部ブロックからは、南部ブロックに比べ多種類の器形が出土している。このうち 皿形土

器が全出土量の略半数以上を占める。北部ブロックで量的に多いのは A2類、皿形土器、A3類、Al

類、杯形土器、黒色土器等である。A2類皿形土器は晩期Ⅱ-3式 のメノレクマー/1/に比定されている

ものである。A3類杯形土器は南部プロックの Al類、A2類杯形土器に比べ、口縁部が玉縁化してお

り、胴部下部に見られる斜位の箆削 りは古いもの程入念に 規則正しく行なわれるのに、粗雑な仕上

げである点、Al類杯形土器よりも後出のものといえよう。又、A3類杯形土器の内面に 見られる箆

磨は、遅 くとも晩期Ⅱ-4式 までに消滅するので、A3類杯形土器は晩期Ⅱ-3式 ～ 4式に置かれる。

又、A4類杯形土器の初現は現在のところ晩期Ⅱ-3式 と把えている。甕形土器は晩期Ⅱ-3式 に見

られる器形であ り、これらからすると、北部ブロックの出土品は 晩期Π-3式 に設定するのが妥当

であろう。これは A2類土器に伴 って出土する器形である。

B類皿形土器の伴出比率が晩期Ⅱ-3式 の伴出比率に合致する点からも納得できるのである。

北部ブロック出土品は晩期Ⅱ-3式 に比定され、南部ブロックの出土品は 小型甕形土器の編年的

形態がまた把えきれていない現状から、一応晩期 Ⅱ-2式～ 3式に比定しておきたい。

今回の調査により晩期Ⅱ-3式 に於ける様式的把握が、これまでより明確になった。特に黒色土

器に於ける様相は、その最たるものと言えよう。

なお、土師器集積遺構出土遺物は編年上晩期Ⅱ-2式～ 3式であるが、これは 南関東編年の国分

式上器に該当するものである。

(5)大 坪遺 跡 の性格

南地点からは、 2カ 所の遺構が確認されたが、薄状遺構について、その性格が 何であるかは手懸

りとなる資料を欠くのである。一方.土師器集積遺構イこついては、彩しい土師器が 出土してし、るこ

とから、廃棄場所かあるいは 保管場所のいずれかの性質を持った遺構 と考えられよう。出土土師器

のうちの皿形土器、杯形土器等の法量について検討を加えて見ると、そこには 器形上の法量的規格

の存在を推定させるだけの特定範囲内に極めて高率の集中化が認められる (標準品)の である。更に

出土状況を見ると、南部ブロックと北部ブロックとの間に僅かであるが 相違が見られる。北部ブロ

ックの上師器類は乱雑な堆積であ り、無秩序に飛げ込まれたと 表現するのが最 も適している様な状

態であったし、出土土師器を観察すると、器壁の象」落したものや、亀裂の入 ったものが 南部ブロッ

タより多 く認められたのも事実である。南ブロックからも 今述べた様に杯形土器の器壁に家」落した

ものや、亀裂の入 ったものが若千であるが見られる。これらから推定して 該土師器集積遺構を不良

品の廃棄場所 と考えて 見てもよさそ うであるが、南部ブロックの出土状況には更に、杯形土器が何

個か積重ねられたものが何列かに並べられて置かれた様な節 も 同時に観察されているので、南北グ

ロックを同時に廃棄場所と見なすことには、若千疑問が持たれるが、北部ブHッ クに限れば 廃棄場

所と見なしてもさしつかえないと考える。
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土師器集積遺構出土の土師器類が廃棄晶か非ざるかは別 として洋標準品化された 土師器の彩しい

出土 と、出土した土師器類に当然この時期の住居址であれば 伴出が見られる墨書を施した例を全く

久 く事実からすれば、今回の出土品は今だ末端の消費者の手に渡 ってはいない品と 考えてもよろし

かろう。

結論的に言えば、該遺構は窯で生産されたもののうち販売/L/― 卜にのせられない 不良品を廃棄し

た場所 と言えよう。更に南北プロックの周辺から 全く焼土を発見できなか ったので、該遺構が窯の

本体でないことも明らかとなった。南ブロックの出土品も廃棄品か、商品として 保管された完全品

のいずれかである うと推定される。                     |

南地点は土師器集積遺構の出土品の外に、各グ リッドよりも 遺物が検出されてお り、特に第24図

1～ 3、 第27図 56な どは末木が指摘している様に 南関東編年の真間式土器に比定されるものである

うが、特に第24図 3の杯形土器は 真間式上器と国分式上器の接触点あた りに位置づけられるもので

あ り、県内の該時期における編年上の資料 として興味あるものといえよう (註 2)。

北地点においては、特に十郎橋近くよリ グロック状で出土したものは、晩期Ⅱ-4式 ～ 5式に比

定できる一括資料 として重要である。

大坪遺跡付近一帯は、今回の南・北両地点の調査によって、

1.彩しい土師器の出土

2.器形の形態が酷似する

3.墨書の遺存例が見られない

4.真間式～国分式に渡る遺物である

の諸点が明らかにな り、一大窯業地であったことを今まで 以上に妥当性を高めた訳であり、かつ長

時間に渡 って営まれていたことも推定できるのである。また県内に出土する 土師器等の最大の供給

地であることも合せ考察できるところとなった。 (註 3) (菊島)

(註 1)拙稿 「 出梨県に於る晩期土師式上器の編年試論」『甲斐考古』12の 2

2 第25図 3の杯形土器の胴部に見られる箆削は通常見られるところの斜位のものでなく、横位に細かく

削る手法のものであり、県内の晩期Ⅱ以前に見られる手法である。

3 南関東l18~年 の真間式以前に該当すると考えられる遺物 (第28図 69・ 70。 71)も 出土しているので、更

に古い時期に土師器の生産が開始されていたことも考えられる。

―- 65 -



1、 南地点全景 (南 より)

2.北地点発掘風景



3.南 A2グ リッド土師器集積遺構

4.同 上 (南ブロック)



5。 同 前 (北 グロック)

6.南 A4グ リッド
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7.土師集積出土遺物

8。 南A2グ リッド



9.南 A5グ リッド
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